


は

し

が

き

歳
時
記
は
も
と
中
国
の
昔
、ま
つ
り
ご
と
な
ど
の
一
年
中
の
行
事
や
故
実
を
記

録
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
こ
れ
に
や
や
類
似
の
、
も
と
は
定
本
で

あ
っ
た
が
今
で
は
年
刊
の
ア
ル
マ
ナ
ッ
キ
と
称
す
る
暦
書
が
あ
る
。

俳
句
仲
間
の
親
し
む
現
在
の
日
本
の
歳
時
記
は
、
い
わ
ゆ
る
俳
句
歳
時
記
で

あ
っ
て
特
殊
の
も
の
で
あ
る
が
季
寄
せ
は
こ
の
歳
時
記
に
盛
ら
れ
た
季
語
を
分
類

し
、
簡
単
な
解
説
や
例
句
を
載
せ
、
手
軽
に
句
会
や
吟
行
に
携
帯
さ
れ
る
よ
う
に

編
纂
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ミ
ニ
歳
時
記
と
で
も
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

従
来
ブ
ラ
ジ
ル
の
俳
人
は
母
国
既
刊
の
も
の
を
頼
り
と
し
て
来
た
の
で
あ
る

が
、そ
れ
を
播
く
毎
に
ブ
ラ
ジ
ル
独
特
の
俳
句
歳
時
記
が
あ
れ
ば
と
思
う
の
は
私

ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。と
は
い
う
も
の
の
ブ
ラ
ジ
ル
歳
時
記
の
編
纂
は

容
易
な
仕
事
で
は
な
い
。そ
の
内
容
に
は
赤
道
か
ら
南
回
帰
線
を
は
る
か
に
越
え

る
大
陸
の
広
大
な
地
理
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
複
雑
な
時
候
、
天
文
や
動
植
物
が

あ
り
、そ
の
上
に
世
界
各
国
よ
り
の
移
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
新
し
い

民
族
と
、
そ
れ
ら
の
各
人
種
が
持
ち
寄
っ
て
い
る
、
民
族
的
な
風
習
行
事
な
ど
が

混
然
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
複
雑
な
一
例
を
、
日

頃
身
近
な
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
付
近
の
植
物
に
ひ
ろ
っ
て
見
る
と
、
仏
桑
花
（
イ
ビ
ス

コ
）、
花
ベ
ー
ジ
ョ
、
緋
衣
草
（
サ
ル
ビ
ア
）、
松
葉
牡
丹
（
オ
ン
ゼ
オ
ー
ラ
）、
狸
々

花
（
ピ
ッ
コ
・
デ
・
パ
パ
ガ
イ
オ
）、
ア
ン
ツ
ー
リ
ヨ
、
極
楽
鳥
花
（
ス
ト
レ
レ

チ
ア
）
な
ど
は
一
年
中
花
を
開
き
、
印
度
ソ
ケ
イ
（
ブ
ル
メ
リ
ア)

、
ジ
ャ
ス
ミ

ン
、
ブ
ー
ゲ
ン
ベ
リ
ア
な
ど
は
、
特
に
初
冬
か
ら
春
の
終
り
ま
で
咲
き
盛
る
と

い
っ
た
有
様
で
（
オ
・
エ
ス
タ
ー
ド
紙
農
業
附
録
に
よ
る)

こ
れ
を
歳
時
記
の
上
に
、季
節
的
に
地
理
的
に
的
確
に
分
類
す
る
こ
と
は
容
易
で



は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
採
録
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
季
題
の
中
に
は
、
な
お

そ
の
修
正
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
も
の
も
多
々
あ
る
よ
う
に
思
う
。

将
来
こ
の
よ
う
な
種
々
の
問
題
を
解
決
し
、学
問
的
な
〝
ブ
ラ
ジ
ル
俳
句
歳
時

記
″
が
出
版
さ
れ
る
な
れ
ば
一
歩
を
進
め
て
季
題
、
季
語
に
は
ポ
語
訳
も
附
し
、

動
植
物
な
ど
は
カ
ラ
ー
写
真
を
挿
入
し
、目
で
見
て
確
認
し
楽
し
め
る
よ
う
な
も

の
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。そ
れ
に
よ
っ
て
俳
句
作
者
に
便
宜
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
一
般
的
に
も
又
母
国
の
人
々
に
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
よ
り
深
く
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
と
愚
考
す
る
次
第
で
あ
る
。

拙
著
〝
ブ
ラ
ジ
ル
季
寄
せ
″
が
、そ
の
過
渡
的
な
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
試
み
の

一
つ
と
し
て
、
読
者
諸
賢
の
共
鳴
を
得
れ
ば
幸
で
あ
る
。

梶
本
北
民

凡

例

一
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
四
季
は
、
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
を
基
準
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

夏
は
十
二
月
二
十
一
日
よ
り
秋
分
の
三
月
二
十
日
ま
で
。

秋
は
三
月
二
十
日
よ
り
冬
至
の
六
月
二
十
一
日
ま
で
、

冬
は
六
月
二
十
一
日
よ
り
春
分
の
九
月
二
十
二
日
ま
で
、

春
は
九
月
二
十
二
日
よ
り
夏
至
の
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
。

一
、作
句
上
の
四
季
区
分
は
二
十
四
節
気
に
も
と
づ
き
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
を
基
準
に

夏
は
十
一
月
、
十
二
月
、
一
月
（
立
夏
十
一
月
八
日
頃
）、

秋
は
二
月
、
三
月
、
四
月
（
立
秋
二
月
五
日
頃
）、



冬
は
五
月
、
六
月
、
七
月
（
立
冬
五
月
六
日
頃
）、

春
は
八
月
、
九
月
、
十
月
（
立
春
八
月
八
日
頃
）
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
季
題
の
配
列
は
、
四
季
を
追
い
、
年
始
の
部
（
夏
）
を
巻
頭
に
、
秋
、
冬
、

春
、
夏
の
順
と
し
た
。

一
、
季
題
の
分
類
は
、
時
候
、
天
文
、
地
理
、
動
物
、
植
物
、
人
事
の
順
に
で
き

る
だ
け
関
連
季
題
は
一
カ
所

に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

一
、
季
題
と
傍
題
は
ゴ
ジ
ッ
ク
体
と
し
、
そ
の
右
側
に
附
す
べ
き
「
ふ
り
が
な
」

は
「
よ
み
が
な
」
と
し
、
読
み
か
え
や
、
読
み
の
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
も

の
の
み
に
、
そ
の
下
に
括
弧
し
て
入
れ
た
。「
」
内

は
季
題
、
季
語
に
対
す
る

関
連
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
」
（
ゴ
ジ
ッ
ク
体
）
を
附
し
た
も
の
は
季
語

と
し
て
今
後
な
お
実
作
の
上
に
、
研
究
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
示
し

た
。
ま
た
索
引
に
☆
を
附
し

た
も
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
季
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

「
例
句
は
念
腹
先
生
の
作
品
を
主
と
し
、
念
腹
選
に
な
る
木
蔭
雑
詠
選
集
を
根
幹

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
俳
句
集
、
パ
ウ
リ
ス
タ
俳
句
集
、
パ
ウ
リ
ス
タ
俳
壇
入
選
句
並
に

ホ
ト
ト
ギ
ス
雑
詠
選
集
な
ど
よ
り
、地
方
色
豊
か
な
土
着
性
に
富
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
る
作
品
を
選
ん
だ
。し
た
が
っ
て
日
毎
紙
上
に
例
句
と
し
て
採
録
し
た
も
の

を
も
、
や
む
を
え
ず
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
、
季
題
が
あ
っ
て
例
句
の
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
大
部
分
は
、
実
作
を
試

み
な
が
ら
も
念
腹
選
と
し
て

紙
上
公
表
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、ま
た

ブ
ラ
ジ
ル
の
季
語
と
し
て
、
実
作
に
用
う
べ
き
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

参
考
ま
で
に
採
録
し
た
。

一
、
季
題
の
解
説
は
、
出
来
る
限
り
簡
単
に
と
心
が
け
た
た
め
、
そ
の
意
を
得
な

い
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、そ
の
場
合
は
日
本
の
歳
時
記
や
木
蔭
誌
な
ど



を
参
照
の
上
理
解
さ
れ
た
い
。

一
、
季
題
解
説
末
尾
の
括
弧
内
は
、
木
蔭
誌
上
其
の
他
に
、
そ
の
季
語
に
関
す
る

研
究
及
び
文
章
を
発
表
し
た

執
筆
者
の
俳
号
で
あ
る
。（
文
責
編
者
）

一
、
仮
名
づ
か
い
は
新
旧
混
用
の
煩
し
さ
を
考
慮
し
、
例
句
も
ふ
く
め
て
、
す
べ

て
新
仮
名
づ
か
い
と
し
、
伯
国

語
並
に
外
来
語
の
結
尾
の
ヤ
は
ア
に
統
一
し
、

ヅ
は
バ
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
語
や
外
来
語
の
地
方
訛
り
や

コ
ロ
ニ
ア
化
し
た
も
の
、例
え
ば
〝
ア
マ
ゾ
ン
″
や
〝
マ
ッ
ト
″
〝
サ
イ
ロ
〟
な

ど
と
普
通
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
〝
ア
マ
ゾ
ニ
ア
″
”
マ
ッ
タ
″

シ
イ
ロ
″

の
如
く
に
及
ば
ず
な
が
ら
正
則
を
旨
と
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

目

次

は
し
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き

凡

例

年

始

一
月

ー
時
候
ー

一
月

新
年

年
の
始
。
新
玉
の
年
。

年
迎
う
。
年
明
く
。

去
年
今
年

去
年
。
今
年
。
旧
年

正
月



元
朝

元
旦
。
大
旦
。
歳
旦
。
・
・

元
日
・
…
…

二
日

二
日
正
月
。
…
・
・

三
ガ
日

三
日
正
月
。
‥

六
日

飾
納
め
。
飾
り
焚
く
。

天
文

初
明
り
。
初
朝
。

初
日

初
日
の
出
。
初
日
影

初
空動

物

初
鶏

嫁
が
君

人

事

若
水

若
井
。
初
水

乗
初

初
詣

初
ミ
サ

四
方
拝

年
賀

年
始
。
回
礼
。
年
札
。

御
慶

礼
者

門
札
。
門
礼
者
。



年
玉

お
年
玉
。

賀
状

初
便
り

初
暦

フ
ォ
リ
ー
ニ
ア
。

初
竃

寝
正
月

大
服

屠
蘇

年
酒

雑
煮

飾

お
節
。

鏡
餅

御
鏡
。
お
重
ね
。

福
引

宝
引

歌
留
多

双
六

笑
初

泣
初

初
写
真

掃
初

書
初

読
初

仕
事
始

事
務
始
。

初
原
稿



初
刷

鍬
始

鋤
始
。

縫
初

初
針
。

売
初

買
。

初
荷

初
湯

初
風
呂
。

枕
初

結
い
初
。

初
髪

初
鏡

稽
古
始

初
稽
古
。

謡
初

初
謡
。

初
釜

弾
初

初
弾
。

初
句
会

初
夢

騎
初

騎
馬
始
。

弓
始

初
漁

初
網
。
初
釣
。
漁
始
。

初
旅

破
魔
弓

は
ま
矢
。

サ
ン
ト
・
レ
イ
ス
☆



秋二

月

三

月

四

月

時
候

秋
。
秋
の
宿
。
秋
の
人
。

立
秋

二
月

初
秋

新
秋

残
暑

秋
暑
し
。
残
る
暑
さ
。
：

秋
め
く

新
涼

秋
涼
し
。
秋
涼
。

三
月

雨
季
上
る

秋
の
夜

秋
の
宵
。
夜
半
の
秋
。

夜
長

長
き
夜
。

秋
彼
岸

。

爽
や
か

さ
や
け
し
。
…
…
…
・

冷
や
か

秋
冷
。
…
…
…
…

…
四
月

仲
秋
。

秋
の
日

秋
日
。
秋
の
入
日
。

秋
の
暮

秋
の
夕
暮
。
秋
の
夕
。

う
そ
寒
む

や
や
寒
。

朝
寒

朝
寒
し
。
…
…
…
…
…
：



夜
寒

…
…

身
に
入
む

露
寒

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

秋
深
し

深
秋
。
秋
さ
ぶ
。
・

行
秋

秋
惜
し
む
。
…
…
…
…
…

暮
の
秋

秋
の
末
。
晩
秋
。

秋
。
秋
果
つ
。
秋
の
別
れ
。

天
文

星
月
夜

.

ほ
し
づ
く
よ
。
星
の
夜

天
の
川

初
嵐
。

銀
河
。
銀
漢
。
…
…
…
…

稲
妻

稲
光
。
稲
の
漢
。
…
…
…
…
・
．

流
星

野
分

野
わ
け
。
…
…
…
…
…
…
・
…
．

三
日
月

新
月
。
三
日
の
月
。
…
…

夕
月
夜

宵
月
。
夕
月
。
…
…
…
…

露

露
の
袖
。
露
の
世
。
露
の
身
。
白
露

。
露
の
秋
。

月
秋
の
月
。
月
白
。
弦
月
。

月
の
秋
。
月
夜
。
月
の
出
。

月
明
。
遅
月
。
月
の
道
。



弓
張
月
。
宿
の
月
。
庵
の
月
。

夜
々
の
月
。

待
宵

小
望
月
。
…
…
…
…
…
：

名
月

満
月
。
十
五
夜
。
明
月
。

望
月
。
今
日
の
月
。
月
今
宵
。
芋
名
月
。

良
夜

良
宵
。
…
…

無
月

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

雨
月

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宵
闇

…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・

霧
。

朝
霧

夕
霧
。
夜
霧
。
霧
の
海
。

霧
笛
。

鰯
雲

鱗
雲
。
鰯
雲
。
…
…
…
…

秋
晴

秋
日
和
。
…
…
…
…
…
…

秋
高
し

天
高
し
。
…
…
…
…
：

秋
の
空

秋
天
。
秋
空
。
・
…
・
・
：

秋
の
雲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：

秋
風

秋
の
風
。
…
…
…
…
…
…

秋
の
声

秋
声

秋
の
雨

後
の
月

秋
時
雨

秋
曇

…

秋
早

…
・



秋
の
虹

秋
夕
立
☆

秋
の
夕
焼

地
理

秋
出
水

花
野

秋
の
潮

秋
の
海

秋
の
水

水
澄
む

秋
の
山

秋
の
野

秋
の
湖

秋
の
川

刈
田

櫓
田

秋
の
田

動
物

蜩秋
の
蝉

虫
。



鈴
虫

こ
う
ろ
ぎ

ち
ち
ろ

蚯
蚓
鳴
く

蓑
虫

菜
虫

い
な
ご

ば
っ
た

蟷
螂

芋
虫

…
…
・

放
屁
虫

；

と
ん
ぼ

秋
蚕

秋
の
蝶

秋
蛍

秋
の
蝿

秋
の
蚊

蛇
穴
に
入
る

穴
ま
ど
い

雁

雁
渡
る
。
落
雁
。

燕
帰
る

残
る
燕
☆
：

秋
鯖

…
…
…
…



鰯鮒秋
海
棠

太
刀
魚

エ
ス
パ
ー
ダ

ド
ラ
ー
ド
☆
…
・

パ
ク
ー
☆
…
…
…

稲
雀

…
…
…
…
・

渡
り
鳥

烏
渡
る

色
鳥

秋
の
鳥

小
鳥

小
鳥
来
る
．

鶉

イ
ナ
ン
ブ
ー

啄
木
鳥

鶴
来
る

ツ
カ
ー
ノ
☆

ア
ラ
ラ
☆

パ
パ
ガ
イ
オ
☆

ペ
リ
キ
ッ
ト
☆

馬
肥
ゆ
る

…
・

鹿猪水
豚

☆

パ
ッ
カ
☆

ク
チ
ア
☆













































































（
文
庫
編
集
部
よ
り
。
第
一
版
で
は
日
本
語
に
変
換
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
く
、
こ
こ
ま
で
画
像
と
し
て
収
録
し
ま
し
た
。）
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